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竹内 次郎

.Ober den Einfluss der Thoral至。plastik

auf den Blutdruck. 

Von 

Dr. Jiroh Takeuchi 

〔A出 d.Cbirur. Laboratorium d. Kaiser!. Universitat Kyoto 
.(Di何ktor:Prof. Dr. Y. A。yagi）〕

Es ist praktisch wichtig, die Einwirkung der Thorakoplastik auf das Zirkulationsorgan 

eingehend zu prlifen, weil in letzterヌeithaufig verschiedenartige Thorakopla.~tik 7.Ur Behandlung , 

tier Lungentuberkulose oder des ve凶tetenPy伯 oraxzur Verwen<iung he削伊zogenworden ist 

In diesem Sinne haben wir zunilchst ihre Wirkung auf den Blutdruck heim Kaninchen 

untersucht. Dabei wurden 

1. Sauerbruch’s paravertebrale Rippenresektion・ 

a. einzeitige b.. zweizeitige 

2. Wilms’Pfeilerresektion Uf)d 

3. Estlander's subperiostale Rippenresektion 

a. an der VorderbruSt¥_Vand 

¥.J. an seitlicher Brustwand 

als Operationsmodtis tier Thorakoplastik umi Fukuda-Kawaguti’s unblutige Methode als Mes-

sungsverfahren d邸 Blut<lrucksgewahlt. 

Wir haben an je 3 eine Gruppe bilclen必nnormalen erwachsenen Kaninchen mit einem 

Korpergewicht von etwa 2,5 kg. auf der linken oder rechten Bru己tseitedie oben erwahnten 

Operationen au-;gcftihrt. Der Blutclruck der Tiere wurcle sowohl kur7. vor der Operation als 

auch kuiχnach dersell】enund deち weiterenl, 3, 6, 10, 24 .un《I48 Stunden nach der Thora・

kopla叫ikabgenommen, uncl die '.¥littelwerte wunl巴nven~eichnet. 

Folgendes ist als Ergebniゐ derVersuchc zu bemerken : 

1) Der Blutdruck fiel nach jeder Thorakoplastik ab, un<I im allgemeinen war das Sinken 

kur;1, nach der Operation am deutlichsten. 

2) ¥!ach Verlauf von 10 bis 24討tuntlenstieg der herabgesunkene Druck wicder an, his 

er den normalen ¥Vert erreichte. 

3) Die Herabsetzung und die Wiederkehi・ des Blutdrucks gingen nicht immer wcder mit 

der Gri)s-;e cle-; Operatiorrsfeldes no仁hmit cler Operationsdauer Hand in Hand, und sie waren 

au出erdemgam: unabhangig von der Operationtiseilc・
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4) Bei der einm日ligenparavcrtebralen Rippenresektion Sauerbruchs starben alle Tiere nach 

der Operation. Dabei w礼rdie Herab~etzung des Blutdrucks vie! grosser als bei den sonstigen 

Operationsverfahi:en, und das Operationsfeld w加 sogross und die Operationsdauer so lang, dass 

die operierten Individuen den Eingri仔 nichttiberleben konnten. Darurn ist die einrnalige 

paravertebrale Rippenresektion auch klinisch zu verbieten. Sie muss auf mehrere Male 

ausg・eftihrt werden. (Autoreferat) 

緒言

循理器ノ機能欣態ヲ］；JTル儒ニハ，血駆ノ測定ハ不可快デアルガ，殊＝全身的影響ノ犬キイ外

科手術ニ於テ，ゾレノ血塵＝及ポス影響ヲ明カニシ，循環器ノ機能献態ヲ推知スルヨトハ倒メ

テ軍大ナ意義ガアル。

開腹術＇ I際ノ血！曜境動ニ就テへ既＝光人ノ研究ガ多数エイf-{I=：シテ日テ，ぇ胸部手術ノ r~1,

不麿及ピ過暦開胸術ノ心臓機能へ及ボス影響ニ就テへ教宝石原博士及ピゾノ他ノ諸氏n報告
シグ。

我々ハ今夜ニ各禄胸廓成形術 Jウチ主ナル 2,3 ：＝.就キ，此等ガ！血図書＝如何ナル影響ヲ及ポス

カヲ貰験的＝研究シグノデ此庭＝報告スル。

賓験方法

試歓トシテ膿JP-:2500瓦内外ノ健常家兎ヲ選ピ，

1. Sauerbr凹 h.！..＼；話I］脊柱肋骨切除術

2. Wilms氏柱欣肋骨切I攻術

3. Estlander氏肋膜外肋骨切除術

イ． 断i胸部肋骨部分的切除術

ロ． 側胸部肋骨部分的切除術

ノ4手術ぷ式ヲle布雨側別＝行ツテ，各手術侵襲ノ血歴＝及ボス影響ヲ検究シタn

此｜際刑脊性肋骨切除術デハ手術操作ヲ 1二欠的ニ行ツタ場合ト 2次的ニ行ツタ揚合トヲ比較シ

グ。 i

血塵測定法

凡ソ動物質験ニ於テ血眼 f民ノ1~（ヲ 1Eft{1＇.ニ知Pレタメニへ直接動脈ヨリスル槻血的方法ニ f:{'{

ラナケレパナヲナイガ，同一個開ニ於テ， ソノ血図書ノ礎化スル欣態ヲ時間的ニ反復測定スルヨ

トハ，斯Jt...槻血方法デハ不可能デアル。コレニ向ツテハ非槻血的方法ヲ選パネパナラナイ。家

兎ノ非槻血的血！取)J!IJ定法ハ，既・ニ幾・多ノ方法ガ考案サレテ居 Jj,..。ゾノrflデ家兎ヲ同定シテ測定

スル方法ハ，同定ニ lf.:＼ル興喬ノタメニ正常ヨリ高イ血鹿if~［ガ示サレ， JI. ツ時間ノ来·1~過ト共ニ自

然的：Fl海スルモノデアル Ot，行原）。従、ツテ手術＝依ル血照似ガ IF常iu~~ ト如何＝異リ， x..如

何ヤウニ向後スルカヲ俄スル目的＝ハ固定法ハ趨シナイ。
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家兎ノ；耳殻中心動脈ヲ以テスル血摩測定法ハ，無捕縛 ＝無麻酔ト計フ自然＝近イ欣態ノ下＝

於テ随時反復行7 ヨトガ出来ル。併シ家兎ノ耳殻中心動脈ノ＼ ゾノ佳デハ週期的ニカ，或ハ不

定ノ牧縮ヲ起ス故ニ，到底満足ナ測定値ヲ得Fレゴトハ不可能デアル。ゾヨデ我々ハ川口氏＝従

ツテ家兎耳殻血管ノ牧縮神経デアJレ後耳殻ijirl1粧並ニえ耳殻ifirl1縦ヲ切断シ，且ツソノ中橋デアル

上頭部交感神経節ヲ切除シテ，中心動脈ノ緊張・牧縮ヲ議メ除キ，コノ欣態＝於テ容易＝血~

ヲ測定スルコトガ出来タ。師チ踊EFJ• Jll 日式家兎血座淑lj定器ヲ用ヒ，ヨレヲ家兎耳殻ノ中心~J

脈ノ一定部ニ装用シ， 2連球＝依ツテLゴム1膜＝歴ヲ加へテ中心動脈ヲ歴シ，ソノ血流ノ消失

スル賭ヲ以テソノ血歴値トナシタ。

ョF方法ニ於テp 血流消失ノ判定，」ゴ、ム「膜ノ緊張度，測定スル血管ノ部位等＝閥シテハ川

口・ JtH：等ノ注意ニ従ツタ。コノ．方法ハ傾メテ簡車デアツテ， 1分間lニヨク数同ノ測定ヲ行フ

ヨトガ同来タ。叉我身ハ肩11終切断， i1irp＊~~ rf-1桓除去ノ商n底置ヲ施シ， ソノ手術創ガ完全＝治癒シ

タ後10日乃至2週ノ間毎日血鹿ヲ数回乃七十数岡測lj定h 動物ヲヨク斯ル操作ニ慣ラシテ置ク

トキへソノ個鰻ノ血塵11直ノ時間的差異ハ艇メ::T僅微ナヨトヲ認メタ。叉動物ニ依ツテハ務iぞ，

コノ椛テ前庭置ヲ施シタ後デモ，中心動脈血歴値ノi受動ノ甚シイモノガアツタガ，ヨノ様ナモ

ノハ賞験カラ｜徐イタn 斯クテ術師I，術直後，術後1時間，同3時間，同6時間，同10時間， JWJ

24時間，岡崎時間ニ於テ，手らと数悶乃七ト数同＝瓦リ胤歴ヲ測定シ，ゾノ測定値中境動ノ少イ

所ヲ採ツテ平均、ン．ヨレヲ求ムル胤腰値トナシタ。

賓験成績

賓験第一 Sauerbruch民副脊柱肋骨2次性切除術J；場合

試献3頭ヲ以テ 1群トスル A B2群ヲ作リ， A群＝於テハ右側＝ B群＝於テハんゴmニ同7・
術ヲ行ツタ。

脚チ試獣ノドJ'i商i肢ヲ胸部ニ於テ交叉シ，耐側屑目甲骨・ヲ可及的外側部＝移動サセタ位置デ腹位

＝同定、ン，脊性／fJ!IJ方約2-3抑＝於テ，脊性ト｜略 ξ卒行＝第7乃至第11肋骨マデ軟部ヲ居別＝ ‘

切開. 1't部諸筋ヲ脊柱側＝！底引シテ肋骨ニj主シ， ~Vi 乃至第11肋骨ヲ肋膜ヲ損傷シナイヤウ z

民意シテ剥離シ，第10,9, 8, 7, 11ノII闘デ各そ2.5-3.0糎宛切除シグ。ソノ後ハ筋膜縫合，波

崎縫合ヲ行ツテ手術ヲ終了。終了後直チ＝同定ヲ解除シ，家兎ヲ自然ノ障位＝復サシテ，血郎

ヲ測定シタ。

第1問手術操作後ハ鴨震ヲ測定シテ，術後約10-20日ヲ経テ，術商1Jノ開lf(＝同復シグモノ＝

就テ，第2同手術操作ヲ施シタ。即チ第1同手術皮切ヨリ，ャ、内上方デ脊柱ト略ととが行＝皮

切ヲ加へ，屑脚部諸筋ヲ踊側＝懸•JI シ，第 6乃至第 1 肋骨マデ各 E 約 1.0-2.5 抑宛切除シタ。

コノ際肋膜ヲ損傷シナイヤウ＝出意シタョトハ勿論デアル。
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術後ノ血煙？llll定方法ハ第1岡操作後ノ場合ト同ジデアA，。

A群（右側）

貫験結却さハ51'0乃・-n第7炎及ピl'j')1 fi•·il .＝示ス様デア／！.－。

第 1表 Nr.81, 2470瓦， s

術前

術直後

術後 1時間

少 3時間

タ 6時間

タ 10時間

?- 24時間

タ 48時間

第 1問手術（35分） I 

食数（mmHg)I 輔（mmHg)・ I 

74 I I 14 
70 I - 4 

75 i + I I R 
72 I - 2 

74 I o I 問
71 ! - :! 

74 i 0 

7S I - I 

第2表 Nr.25, 2070瓦， 8

l~竺肝市三型一一
食数（mmHg)I 靖減（m皿Hg)

76 I ~ ~ 

術前

術 I直後

術後 1時間

3時間

ク 6時間

タ 10時間

タ 24時間

? 48時間

第1問手術（35分）

蛾（mmHg)I棚（mmHg)
n
R
U
Aり

n
m
U
4
4
z
k
o
o
δ
E
υ

”4

5

5

4

5

5

5

5

5

 

-8  

-10 

-4  

- 3 

0 

-3  

- 1 

10 

第5表 Nr.20, 257o瓦， 8

o
o
a
a
Z
Aり

0
6
a
a
z
R
V
G
O
o
nリ

、5
4

6

8

5

5

5

3

0 

-14 

+2  

0 

-4  

- :! 

－ーの。

日

問

術前

術直後

術後 1時間

3時間

,,. 6時間

タ 10時間

タ 24時間

タ 48時間

第1問手術（30分）

格減（mmHg) 

。。。。
d
a
A
a
υ
a
o
n
U
Aり

w
d

a
u

民
υ

a

o

ρ

o

o

o

n

t

7

・ρ
0

、、

n

U

A

官。“。
A
M
9

“o
a
t
A

噌，A一

一

一

一

＋

十

一

君事2岡手術（55分）

蛾（mmHg)I棚（mmHg)

10 4晶玉

d告
白

り

A
U
Fけ

q
H
O
H
0
0

8

4

5

4

5

6

6

6

 

- 4 

-24 

-18 

-28 

- 5 

－・ 0。

日

問
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B群（加則）
第 4表 Nr.97, 2300瓦， 8

第 I［司手術（35分） 第2悶手術（55分）

3貫教（mmH~） / 靖減（mmHg) 貨駿（mmHg)I 扮減（mmHg) 

術 前 170 70 。
術直後 59 -11 13 49 -21 

術後 1時間 62 - 8 57 -13 

タ 3時間 67 - 3 
日 65 - 5 

" 6時間 67 - 3 67 - ., ぞ，

タ 10時間 70 。 間 70 。
タ 24時間 67、 - 3 68 - 2 

ク 48時間 65 -5  ρ9 - I 

第5表 Nr.27, 2480瓦，中

｜ 第 II切手術（35分）
1't敬（mmH~）一i 信正恒些＆＿＿

術 前 72 

術直後 56 -16 
10 

術後 1時間 56 -16 

ク 3時間 69 ー－ ,) 。 日

ク 6時間 67 - 5 

タ 10時間 62 -10 ｜間

ク 24時間 64 -8  

ク 48時附 63 - 9 

…一町一
術前

術斑後

術後 1時間

タ 3時間

ク 6時間

タ 10時間

タ 24時間

タ 48時間

-7. ：~ 

-4. ：~ 

-2.7 

-1.7 

-0.3 

-0.:l 

-1.0 

-14.3 

-10.7 

- 2.0 

- 5.0 

- 4.7 

- 3.7 

- 5.?. 

2同手術（50分）
食数（mmHg) ／得減（mmHg) 

72 I 0 

49 i -23 

60 I -12 

60 I -12 
72 I 、。
74 I + 2 
68 : - 4 

70 I -2 

10 

第互両手爾布己矛7
1(f数（mmHg) / 帯減（mmHgj

so I o 
70 I ー10

68 I -12 

74 I - 6 

80 I o 
78 I - 2 

80 I o 
78 I - 2 

日

開

官事21両手術（mmHg) 
仰l l 左

- 2.0 

-16.0 

- 8.3 

-10.7 

- 7.0 

- 3.3 

- 1.7 

- 0.3 

側

0 

-18.0 

-12.3 

-7.7 

- 1.0 。
- 2.0 

-1.7 
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第 1岡 Paravertebra,le Resektion nach Sauerbruchト血摩槍減曲線（各8頭平均）
ノ

I 右側 て .n:－左側

.(mm Hg), 

叫附アl寸寸二二：：

～ 
ロづ三司二二三二一一一「

国
国
E
日

f

四

30 一一一ー一＋一一『
構直 I 3 
前櫨

→経過時間（時）

10 24 48 富喜 1 3. 6 」一一一→ー一ー一一一一一¥0 24 •• 

所見小括

1. 第1次並＝第2安手術トモ，多クハ術直後ニ於テ，叉或ルモノデハ術後1-3時間ニ於テ

血暦ハ最4下降シ，直後ニ於テへ第1次手術＝於テ 4-16mmHg；，第2次手術デハ7-23

mmHg F下降ヲ示シタ。 igp チ第 2 ：火手術後ニ於テノ血座下降ハ第 r~欠ノ際ノゾレヨリモ苓シ

カツタ。

2. ソノ同復ハ蓮イモノハ術後1時間1デミラレルガ，多クハ術後ヨリ漸弐’同復＝向ヒ，約10

時間ヂ犬韓高値ニ復シタ。併シ第2そ久’手術後ノ同復ハ第1安手術ノ際ヨリモ綾慢デアル。

3. 血腰増減平均値ヲ左右比較スルト．第1究第2突操作後トモ，血匪 F下降ハ右側ヨリ

モ左側ノ方ニ著シク，下降シタ血j墜ノ岡復ハ第1安手術後＝於テハ右側ノ方ガ蓮ク，第2次予

術後ニ於テハ左側ノ方ガ蓮カツグn

責験第二 Wilm自民柱獄肋骨切除術J；場合

Sauerhruch氏 f：子術ト会ク同様ニ試献ヲ月j意シ，之ヲ先ヅ腹位ニ同定シ，第1乃至第8肋骨

＼ 

ヲ脊住ノ側方エ於テ各々がJ1.5-2.0糎宛切除シタ。 コノ際肋膜ヲ損傷シナイヤウ＝注意シタコ

トハ勿論デアル。術後間定ヲ解キ血際ヲ測定シタ。第1問手術後韓重ヲ淑lj定シ，術後約10-20

日ニシテ，術商iノ縄市＝同復シタモノニツキ，第2同ノ手術操作ヲ施行シタ。邸チ家兎ヲ背位

ニ同定：シ，第1問手術側ニ於テ，第1乃至第7肋軟骨（第8肋軟骨ハ第7肋軟骨＝癒着スル）ヲ

ー
胸骨縁ニ近ク切断シタ。且ツコノ部ニハ雄々出血ヲ来ス血管ガ存在スル嬬ニ，充分ニ注意シテ

手術操作ヲ行フタn 術後回定ヲ解キ直チニ血歴ヲ測定。

賞験結果ハ第8乃至第14表及ピ第2岡＝示サレタ。

A群（右側）

術前
術直後
術後 i時間
ク 3時間
ク 6時間
タ 10時間
’24時間
!> 48時間

第8表 Nr.'87, 2380瓦， 8

［ 第 1肝術附）
貫教（mmIIg) / 榊滅（mmHg) I 

62 I ー11 I 20 
60 I -13 
62 I ー11
74 I + 1 
63 I -10 
69 I - 4 
71 I -'-2 

務Tl両手荷（13抗
貧数（mmHg)／智減（mmHg) 

72 - 1 
一一3
- 3 
-11 
0 
+3  
-2  
-2 

II 

ハ
リ
ハ
リ

ohM
。o
a
u

’A唱
且

句

a
ヴ
，
氏
u

”d内
d
w

’we

問
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87 + 2 55 

83 ー－ 2 日 55 

82 -:r 62 

83 -2  開 62 

Bl -4  77 

82 - 3 80 

第9表 Nr.12, 2550瓦， S

！－一一＿＿＿＿；監l同手術（60分）
1'1'.数（mmHg)I 噌減（mlUl_{g)

術前

術直後

術後 1時間

~ 3時間

ク 6時間

h 10時間

タ 24時間

• 48時間

84 

72 -12 
18 

80 - 4 

so - 4 日

95 +11 

87 +3  問

83 - 1 

83 - 1 

一一命 前 1
術直後 ｜ 
術後 1時間

~ 3時間

タ 6時間

タ 10時間

ク 24時間

少 48時間

第10表 Nr.33, 2240瓦， 8

第 1同手術（50分） i 
質教（mmHg) I 幣滅（mmHg) f 

85 I I 
I I 10 70 I ー｜

B群（左側）
／ 

第 2同手術（20分）
貸数（mmHg) f噌減（mmHgi

2

2

8

 

Q
O
w
d
w
d
 

‘》

－ 
~ 

-12 

aり

h
v
A
v
o
u
n
u
o
h
M

一

＋
4品

E

a告

d
＆

z
s
a
z
β
0

0
δ
n
δ

虫
u
n
M
M
n
x
u

第2問手術（15全両
－ ~j量殺T町長主g）一「 Jffj減（ーiml白g)

78 I -7 

52 I -33 

-30 

-30 

-23 

-2:l 

85 

一一第11表 Nr.4, 2250瓦， 8

第 1fl吋手術（45分） 2同手術（20分う
1t吸（mmHg) I 婿滅（mmHg) 1(f数（mmHg) f 宥減（mmHg) 

術 前 85 83 - 2 

術前：後 66 -19 17 
76 - 9 

術後 1時間 77 -8  78 - 7 
~ 3時間 80 ーー ο JOI 82 - 3 
タ 6時間 79 - 6 82 -3  

ク 10時間 82 -3  問 79 - 6 

ク 24時間 79 -6  82 - :l 

,. 48時間 78 - 7 81 - 4 

第12表 Nr.1, 2290瓦， 8

事事1両手術（605}) 事 2問手術（20分）
1'1'数（mmHg) f l械（mmHg)I 11:教（inmHg) / 層減（mmHg) 

術 前 70 71 + 1 
術直後 56 -14 16 

66 - 4 
術後 1時間 60 -10 66 -4  
タ 礼子関 ”‘4の' + 2 rt 66 -4  
ク 6時間 74 + 4 70 。
ク 10時間 72 + 2 間 75 + 5 
タ 24時間 70 。 + 6 
ク 4向時間 71 + I 73 峨＋ 3
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色

第2問手術（15分）

食数（mm:Hg)I 糊（mmHg} 

Nr. 3, 2350瓦，

告書1問手術（60分）

餓（mmHg) I 

第13表

Y
A
o
o

’hリ。“

T
A
O
h
H
Aり
の

け

＋

一

一

＋

一

一

一

67 

58 

61 

68 

65 

64 

66 

63 

16 

日

格減（mmHg)

間

-rn 
-7  

- 6 

- 3 

-5  

- 1 

-3  

n
u
q
o
o
V
A
り。
0

・AE
υ

。o

a
U
F白

w
h
u
o
o
a
o
o
o
a
u
o
o

術 前

術直後

術後 1時間

ク 3時間

6時間
9 10時間

.. 24時間

9 48時間

9 

血座布減値（左右各3頭平均）第14表

Pfeilerresektion nach Wilmsト血麿帯減曲線（各3頭卒均）第2闘

左側

ーーζ 主z己三二二三二.＿－－－－－－－.・主ー・ー

lf 右側一

h伊｜

凶一

E
E
E
A 10 '1 4S ヱ二暗直 I 3 

繭後

，． 

刊ー一一一一一一一一一 -.. －ー崎

30 

時、

B

問

日

時

－1

過

直

後

続

帽
圃

↓
 

6 

括見所

叉或fレモノハ術後1-3時間多クJ、術直後ニ於テ，血歴ハ第1ニ欠並＝第2失手術後トモ，1. 

＝於テ最モ下降シ，直後＝於テハ第1::jヒ一手術デハll-:-19mmHg，第2次手術デハ3-33mmHg

多クハ術後漸次同ゾノ同復ハ蓮イモノハ術後1時rm：：於テ認、メラレタモノモアツタガ，
復＝向ヒ 6-10時間＝於テ議官長ェ復シグn

I F降ヲ示シタn

2. 

λて側＝於テ血~増減平均値ヲ左右比較シテミルト．第 1 二欠手術後＝於ケル血膜下降川3. 
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枠ih布側ヨリ J.；＿デ，第2次手術後＝於テハ－；｛jfffl) I方ガ著シク大デアル。而モ下降血眼ノ岡復ハ

第 1次手術デハ左右犬差ナク，第2毛穴手術デハ才jfMI)ノ方ガk..側ニ比シテ蓮レタ n

賓験第三 Estlander民肋膜外肋骨切除術

... 前胸部肋骨部分的切除術J；場合

・．

前；書ノ2費験トヨーク同様z試験ヲ用意シテ背位固定。胸骨縁カラ約2糎外側＝於チ，ヨレ＝

卒行Iニ鎖骨下ヨリ第6肋骨ノi寄ザマデ皮膚切開ヲ加へ第2乃至第5肋骨及ピ同肋軟骨ヲ各々

約1.5-2.5糎宛切除シ，ソノ後筋肉及ピ皮府経合ヲ行ツタ。

ョノ｜努肪膜ー心嚢等ヲ損傷ミンナイヤウ＝気ヲ附ケダコトハ勿論デアル。コレニ依ツテ左側＝

手術ヲ行ツグモノデへ心臓；、ゾノ前商＝於テ肋骨及ピ肋軟骨ガ除去サレ，グす軟性胸壁グケ

デ蔽ハレグ紙態トナリ，ヨレ＝依ツテ心臓ヘノ影響7l大キクナツタ。右iftl）デハ左側ト金ク針m~

ノ部＝同様ノ手術操作ヲ行ツタ。

A群（右側）

第15表 Nr.15, 2320瓦， 8 第16表 Nr.19, 2470瓦， 8 第17表 Nr.・23, 2400JL, o 

手術時間45分 手術時間45分 手術時間50分
， 

(m貨戸敷g)I cm物mH減g) I (m貫mH教g) (m場mH減g) j c！~市陵） l(mmH場減g)「
術 前 50 術 前 6.5 術 前 84 

、術 I賞後 36 -14 術寵後 58 - 7 術前後 、 76 戸 8

術後 1時間 45 -5  術後 1時間 60 、－ 5 術後 1時間 守5 - ~9 

~ 3時間 44 -6  タ 3時間 60 －ー み- タ 3時間 76 -8  

~ 6時間 44 -6  ク 6時間 .~s - 7 グ 6時間 75 -9  

ク JO時間 48 -2  タ 10時間 58 -7  ク 10時間 82 - u 。

ク 24時間 50 。 タ 24時間 59 -6  ク 24時間 80 - 4 

~ 48時間 48 - u ・》 r 48時間 59 - 6 ク 48時間 82 ー－ 2 

B群（左側）

第18表 Nr.13, 2380瓦， 8 第19表 Nr.14，・2630瓦，中 第20~表 Nr. 11, 2700瓦， s

手術時間45分 手術時間40分 手術時間45分

I (m質mH数g)I (m噌mH減g) I （ •~~~H数g) (m晴mH減g) I Cm貸mH教g)I (m靖mH減g) 
術 前 74 術 前1 82 ． 術 前 80 

1ti j{( 後 57 -17 術前後 70 -12 術 11（後 67 -J:l 

術後 1時間 68 -6  術後 1時間 -11 術後 1時間 .68 -12 

多 3n~， r悶 69 -5  ク 3時間 ”，； 、 - 7 タ 3時間 72 - 8 

r 6時間 74 。 " 6時間 74 - 8 6時間 78 - 2 

" l時間｜ 70 -4  " 101時間 77 一－ •) ク 10時間 83 + :l 
ク 24時間 71 -" 。 " 24時間 81 - 1 。24時間 84 +4  

" 48U:f.防 71 -3  タ 48時間 81 - 1 ク 48時間 同1 + 1 

,,, 
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第21表血堅持章減値 第3間 前胸部肋骨肋膜外部分的切｜徐術ト血魅母子減曲線

伯祐各3頭平均） （各3頭平均）

’右側 左側 I 右側，， lf 左側IJ
(mm Hg) (mmHg) 

【旬、mHr>

術直後 -9.7 -14.0 

術後 1時間 .,.-6.3 - 9.7 
10 

ク 3時間 -6.3 - 6.7 
出包a加

タ 6時間 -7.3 - 3.3 
E 冊

。10時間 -3.7 - 2.0 c: 

タ 24時間 ’－3.3 。 ~ 揖
., s 10 2' 

? 48時間 -3.3 - 1.0 

所見小括

1. 血座下降ハ手術直後ニ於テ最司メミヂ， 7-17mmHg. ヲ算シグ。タず 1 例（~r. 23）ニ於テ

ハ術後1時間＝最モ強ク下降シタ。

2. 下降血毘ハソノ後漸次同復＝向ヒ 6-24日寺間デ大館醤値ニ復シタ。

3. 血座ノ増減平均値ヲ左右比較スルト，下降ハ左側ノ方ガ右側ヨリモ著明デアルガ， ゾノ

同復＝於テハ左側ガ右側ヨリモ良好ヂアル。

責験第四 Estlander氏肋膜外肋骨切除術

ロ． 側胸部肋骨部分的切除術J；場合

前貫験 .f.ノ揚合ト全ク同様＝試験ヲ刷意シテ，之ヲ側臥位＝固定的肢筒腺ニ於テ縦＝皮

膚切開ヲ加へ，コノ部ノ肋骨ヲ第 7乃至~n1肋甘マデ各々約2.5-3 糎宛切除シタ 0 :;1 ノ｜緊肋膜

ヲ損傷シナイヤウ＝注意スルコトハ勿論デアル。ソノ後筋肉・皮噂各々 1毛穴的縫合ヲナシ，同

定ヲ解イテ血塵ヲ測定シタ。

寅験結果ハ第四表乃至第28表及ビ第41刈ニ示ザレグ n

A群（右側）

第22表 'Nr. 26, 2700瓦，中 第23表＞＇ r.31, 2360:&:, i"i 

手術時間40分 手術時間35分

I (I貨nmH数g)I (m帯mH減g) I (m貫mll教g)I (m場mH減g) 
術 前 105 65 

術直後 84 -21 術直後 50 -15 

術後 1時間 95 -10 術後 1時間l 60 -5  

.. 3時間 109 + 4 ? 3時間 ti:l 一υ－． 
? 6時間 102 －一 υ., ク 6時間 65 （｝ 

? 10時間 102 - 3 fj;, （｝ ． 
ク 24時間 103 - 2 ク 24日年間 66 + 1 
タ 48時間 108 ＋コ ク 48時間 69 十 4

第24表 Nr.24, 2250瓦， 8

手術時間30分

I （ ~~H数g) I (m噌mH減g) 

術術 直時後前間i: 
66 

50 -lG 

術後 1 57 - 9 

ク 3時間 ”＇ti -10 

? 6時間 ,-,¥l - 7 

多 10時間 ;, ー．．．， 1・・-" 
ク 24時間 ｛；｛｝ - 6 

? 48時間 ti4 ー－ 2 
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第＇27表 Nr.3ο，2150瓦， s

手術時間40分

1貨教｜帯滅
(mmHg) (mmHg) 

術前I 58 

術直後I as 
術後 1時間｜ 60 

ク 8時間｜ ,58 

6時間1 55 

’10時間i 61 
タ 24時間L 56 
タ 48時間1 57 

仰j胸部肋骨肋膜外部分的切除術ト血~噌減曲線

（各3頭平均）

左側

別

2

0

3

3

2

1

一

十

一

＋

一

一

。

第26表. Nr. 82, 2460瓦， 8

手術時間45分

l食数 l宥官
(mmHg) J (mmHg〕

72 

60 

58 

67 

64 

72 

72' 

72 

0 

B群（左側）

-12 

-14 

- 5 

- 8 

0 

0 

0 

術前

術直後

術後 1時間

9 3時間

6時間

ク 10時間

"' 24時間

"' 48時間

~ 

M

6

2

0

0

3

2

 

一

一

一

＋

＋
4砂

第4圃

一一－－---J~：~＿j 

I 

: ~II 

→経過時間（時）

』，。

右側lj

~mm Hg), 

却

回目
E
E
f

第28表血摩智減f直

（左右各3頭平均）

｜右側11 I左側
I (mmHg) I (mmHg) 

-11.3 I -14.o 
- 8.0 i - 6.0 

- 3.0 I - 2.3 

- 3.3 I ー 3.7

- 5_3 I + 1.0 
- 2.3 I + 0.3 
+ 1.7 I + 0.3 

術 j（＿（後

術後1時間

タ 3時間

ク 6時I•日

夕 IO日寺問

· ~ 24時間

タ 48時間

指見碗

タす H知1](Nr. 82) I血歴ハ殆ド締テ手術直後＝於テ最モ強ク下降シタ (10-21mmHg.）。I. 

＝於テハ．術後1時間ニ凪摩ハ最下位ヲトツタ。

而シテソノ後ハ漸次.=o, 多クハ6-10時間デ殆文或ルモノデハ比較的漣＝同復＝向ヒ，2. 

ド奮f直＝復シタ。

第25表 Nr.32, 2200瓦，

手術時間35分

｜賃教｜有減
• I (mmHg) I (mmHg) 

衡前I 85 
術 i直後｜ 75 

術後 1時剛 79 

タ 3時間t 83 
6時剛 85 

ク 10時開 85 

ク 24時岡 88 

タ必時間I87 

左：｛j）＼＿差ハ無イガ， N.側ヂ術ノモノハ右側乎術血~増減Lf＇：均値ヲ左右比較シテミルト．3. 

ノモ .1.：：比ペテ血座下降ャ、少ク，悶復モ亦タ良好デアツタ。

Sauerbruch氏副脊柱肋骨1次性切除術J；場合賓験第五

前述ノ：質験＝於ケルト全ク同様＝試猷ヲJl1意シテ．賞験第1＝於ケル要領ヲ以テ第1乃選第

ソレノ血！磨へ及ボス影響ヲ観祭シタ。自Pチ先ヅ第7乃至第11、

肋骨ヲ各々約2.5-3.0糎宛切除シタ上更＝，皮l持及ピ＇I次部切開ヲ上方頭部外側マデ延長シテ，第

11肋骨ヲ 1同ノ操作デ切除シテ，

l｝う五第6肋骨ヲ下方ヨリII国＝各々約1.0--2.5糎宛切除シタ。筋屠・皮庸ハ1次性＝縫合。、

質験結」~ハ第29表乃至第35表及ピ第 51吋＝示サレタ。
A群（右側）
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第29表 Nr.73, 2650瓦， 8 第30表 Nr.92, 2450瓦， 8 第31表 Nr.84, 2560瓦， 8

手術時間80分 手術時間四分 手術時間95分

l (m貧mH敷g)I cm噌mH減 ｜食数｜槍減 I c~＿n貨i:iH数g) I (m帯mH減J~） (mmHg) (mmHg) 

術 前 74 術 前 79 術 前 80 

術直後 54 -20 術直後 33 -46 術直後 37 -43 

術後 1時間 58 -16 術後 Z時間 5.'i -24 術後 u静岡 70 -10 

タ 3時間 68 ~ 6 タ 3時間 68 -11 ~ 3時間 68 -12 

ク 6時間 68 - 6 ク 6時間 75 - 4 タ 6時間 65 -15 

，ク .10時間 72 - 2 lo 10時間 68 -11 -1日

タ’.24時間 33 -41 ,. 24時間 8:1 +4  ク 24時間 47 -a3 

ク 48時間 （死亡） !/≫ 48時間 （死亡） ,. 48時間 （死亡）

B群（左側）

第32表 Nr.94, 2240瓦， 8 .33表 Nr.. 89, 2100瓦， 8 第34表 Nr.85, 2160瓦， 8

手術時間70分 手術時間75分 手術時間80分

I cm貨mH数g)I cm噌mH減g) l (m貸mH数g)I (m噌mH減g) ｜食数｜帯減
(mmI-Ig) (mmHg) 

前！術 前 82 術 前 76 術 81 

術直後 62 -20 術直後｜ r’M •) -14 術直後 70 -11 

術後 1時間 65 -17 術後 1時間 78 + 2 術後 1時間（ 69 -12 

!/≫ 3時間 64 ←18 ク 3時間！ 76 。 !/≫ 3時間i 78 - 3 

? 6時間 66 -l6 ? 6時間 70 - 6 ク 6時間1 69 -l:l 

ク 10時間 65 -17 ク 10時間 69 - 7 !/≫ 10時間i74 - 7 

75 -7  ク 24日年間 70 グ 24時間 67 -14 

~ 4丹時間 73 -9  ク 48時間 75 - 1 タ 48時間i 74 -I  

t>t) 
駒田
E 舶
E 

i g 震1
→経過時間（時）

．所見小結

1. 右側デム、手術直後＝＝－ 20-46mmHg‘ノ血腰F降ヲ示シ． ソノ後ハ時間ノ粧過ト共ニ全ク

第35表血慶槍減依

（左右各3頭平均）

I c!mu~） I c！~Ji> 
術 i直後I-36.3 I -15.o 
術後 1時間｜ ー16.7 I -9.o 
ク 3時間1 -9.7 I -1.0 

タ 6時間｜ - 8.3 I IU  
タ 10時間｜ -.9・7 ｜ ー10.3

ク 24時間｜ -23.3 I -9.o 
ク 48時間l 一一｜ - 5.7 

第5悶一次的 ParavertebraleResektion nach Sauerbruch 

ト血~噌減曲線 （各3頭平均）

右側 I 左官I~

(mm Hg) 

－

8
 ‘
 

L

，
 ．
 
．
 

・4包10 

強値＝復シタ後，或ハソノ岡復ニ向フ途中カヲ再ピ下｜権シテ24-45時間デ全例ハ化亡シタ。

2. 左側ニ於テハ手術直後 ＝＝－ ll-20mmHg ノ下降ヲ示シ， ソノ後ハ一旦芭値ニ復スルカ，

或ハ完全＝悶復シ得ズシテ， 3 仔！I 中 2 例ハ術後tr~ 3日及ピ第8日＝死亡シ、タ。
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3. 血匪増減平均値ヲ左右比較シテミルト，手術直後エ於テ血膝下降ハ右側＝極メテ著日月デ，

6時tm＝於テ約3/4ヲ同復シタガソノ後再ピ下降シタ。
左側＝於テハ下降度ハ著シクハナイガ，同復遅々トシテ48時間ニ於テモ未グ原値ニ復シナカ

ツタ。

考察並＝総括的観察

凡ゾ外科手術ノ揚合，血歴ノ費動ヲ書、超スル凶子ハ決シテ.ーノモノデハナイ。或ル因子ハ

血盤上昇ニ向ツテ働キ，或ル因子ハヨレガ下降＝向ツテ作用スルモノデアツテ，コノi羽者ノ綜

合的結果ガソノ手術時ニ於ケル1ツノ血歴値トシテ表現サレルモノデアFレ。我々ハ今，暫ク胸

廓成形術ノ｜際ニ於ケル血歴費動ノ因子＝就テ考ヘテ見ヤウ。

ヨレ＝向ツテハ光ヅ手術＝囚ル機械的侵襲，血液瓦斯成分ノ捷化，乎術時ニ於ケル筋肉牧縮，

乎術時ノIH血，或ハ手術時間等ヲ基幹グ得ルノデアル。

教室ノ桑原ニ依ルト（未護表）各種胸廓成形術ヲ施行シグ家兎デハ，術後血液中 JC02ノ蓄積

トOョノ減少ヲ来タスモノデアツテ， ソノ杭度ハ手術ノ大イサェ大腫並行シ， 多クハ術後3-6

時間ヂ時々同復スルト言フ。 コノ血液中 C02ノ蓄積， 02ノ減少ガ血管運動紳経中枢ヲ刺戟シ

テ血腰ヲ上昇サセルヨトハ生迎接ノヨク教ヘルトコロデアル。手術時＝於ケル筋肉牧縮モ亦タ．

血~ヲ上昇ザセル原因トナル。

ヨレニ反シテ，手術ニ昆lル出血ハ一般ニ血座縫動ニ下降的凶子ヲ興ヘルモノデアルガ，軽度

ノHtlfn.＝際シテハ．健康ナ貨験動物デハヨク術環機能ヲ調節シテ血廊下降ハ超ラナイ。或ル程

度以上ノLU血，或ハ他ノ因子＝依ツテ甑ニ循環機能＝若干ノ衰弱ヲ来グシテヰル揚合へ比較

的少量ノ出血モ亦タ血座ヲ下降サセ得ルヨトハ領カレルトコロデアル。一般ニ胸廓成形術＝於

ケル出血ハ決シテ軽度デハナク，或ル手術術式ゴ於テハ，コノ出血ガ循環系ニ影響ヲ興ヘルヨ

トへ我々ガ同時ニ研究シグ」エレクトロカルヂオグラム寸（未護表）ノ所見カラモ推知サレ得Fレ

トヨロデアル。

手術時間ノ長イコトモ亦血座下降＝向ツテ作用スル。 Ern昌tKtinigハソノ人鰹手術ニ於テ．ノ

研究ヂ，短時rrnノ手術的操作ハ大キナ影響ハナイガ，人間デハ 1時陶’ドメハゾレ以上ニナルト．
著明ナ血j昼下降ガ超II.-ノガ常デアリ． コレハ手術時ニ人悌ヲ製フ他ノ血匪経動凶子・ト組シテ，

結局ハ循環器衰弱ヲ超コサセルカラダト，；－寸テfir}/(..。我々ガ家兎ニ行ツタ胸廓成形術人ギ均

時間ハ＝欠友 J知クデアツタ n

Sauerbruch民法 i Wilms氏法 i前胸部 ｜側胸部 I！ヨauerbruch民法
I . 一 ｜部分的切除 ｜部分的切除 ｜ （一次的）

ホ 仰IJ I右 側！左 11111 l布 世田 I,. I ト 一丁一一｜ I 

室1~1:2 ~I雪 1 県｜筆 2 提i:f製｜孝明書 1 場｜季 2期制IllI机 IllI左側｜布側｜左側i省側
3扮152分［ a37)-I均 15扮［1s5~ [ 57分 1165)-M分 147分｜ ω分 I35分 I75分 i83分
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郎チ操作ノ比較的簡単テ Wilms民法ノ第2同手術ヲ除ケパ，他ハ・30分以上80分ヲ要シテ居Fレ

ノデアル。手術的操作ノ比較的大キイモノガ長時間ヲ要シタノハ言ヲ侠ツマデモナイ。

然ラパ手術＝且：＼！I-機峨的侵襲ハ血歴ニ向ツテ如何ナル影響ヲ輿へFレダラウカ。手術的機株的

侵襲ニ因ル皮膚及ピ肋膜等ヨリノ刺戟ノ強サガ或Jレ程度マデノ間へ血管牧縮耐，，盤中枢＝反射

的興奮ヲ超サセテ血毘ノ上昇ヲ惹起スルヨト＝ナルガ，コノ皮麿及ピ肋膜ヨリノ刺戟ガ，ゾノ

程度ヲ越ヘテ著シク強クナルト．血管4交縮~Ip経ハjF.常ノ反射的興奮ヲ以テハ，ヨレニ鰹ゼラレ

ナクナリ，盆＝血座ハ下降スFレモノデアルト ViktorSchaeferハ遁ペテ居Jレノデアル。郎チ手術

的侵襲ガ，血歴下降＝導クカ否カハ刺戟ノ強ザ一一刺戟ノ比較的ノ強サ＝依ツテ定＂＜／＇ ＇＂モノデ

アツテ，ソレ＝個輯ノ抵抗力，局所知哩栴，，粧ノ；被影響性及ピ反射僻遠性ノ犬小ガ影響スルモノ

デアル。ョノ理＝擁レパ手術野ガ或ル程度以上＝庚汎ナレパナル程，匹lツテ受ケル刺戟ノ；集積

メ、大トナツテ血鹿ハ下降ノ度ヲ増シ，叉比較的衰弱シテ居テ，貧血ノ個鴨デハ手術的侵興＝囚

ツテ，凪l~下降ガ容易ニ起ル理デアル。

我々ノ手術ヲ見テモSauerbruch民法ヲ 2問＝分ケテ行ハズ－＝， 1同＝完了シタ揚合，自Pチ手

術時間・手術野面積共＝最大デアル術式デへ血座ノ下降ガ著犬デアルカ，叉ハソノ同復ノ不

良ヲ認メダn Viktor Schaeferハ人倍ノ手術例＝就テ，抵抗力ノ低下シタ悪液質ノモノ＝，血歴

下降ガ容易＝起キルノハ血管披張紳経ノ興奮性ヨリモ血管牧縮神経ノ興奮性ガ早期＝低下スル

震メデアルト言フテ居Fレ。我々ノ賃験ニ於テモ， Sauerbruch氏法ヲ 2同ノ操作ニ分割施行シグ

揚合，ソノ；第2次手術操作＝於テノ血座下降ガ第1次操作＝於テ fゾレヨリモ梢々著明デアリ，

Wilms氏法ノ第2吠：操作ガ，時間的ニモ，ー父手術ノ大イサカラモ，第1次操作ヨザ小デアル＝

閥ラズ， ソJ血座下降＝大差ノ無イ五i!Fhノーツハ，第1次手術ニ因Fレ失血・衰弱等ノ掲メ＝既

ニ幾ラカノ循環機能低ードヲ超シテ居ルカラゲト考ヘルノ；ガ受賞デアル。

併シ我々ノ賞験成績ヲ概観スルト， ゾノ血廊下降ト岡復程度ハSauerbruch氏子術ヲ一夫的ニ

行’フタ場合ノ；隊引手術的使製ガ頗ル大デ，手術時間ノ長キヲ要スル時ハ路シク悪イノデアル

ガ，ゾノ他ノ術式デ‘ハ＆、ズシモ手術時機i械的使襲ノ大小，手術時間ノ：長傾ニ並行セズ，え各種

手術術式ヲ／［＿右別＝見テモ， Sauerbruchl＼；法（一次的）デハ右側ノ方ガ影響ガ大キク． 2岡ニ分

制スルトキハ第1次，第2次操作fトモ左側ノ方ニ於テ下降ガ著明デ，岡復ハ第1次ヂハk.側，

第2次デハ右側ガ遅レタ。

Wilms民法＝就テミルト．第1次操作＝於テハk右M司側トモ血！昼下降，同復ノ上ニ大差ハナ

イガ，第2次操作デハ右側ノ方ガ影響ガ大デアツタ。 11iJ胸部部分的切除術品於テミルト．左側

自［Jチ心臓部ノ肋骨切除ハ布側＝比ベテ下11年度ハ大デアルガ，間後・ハ準ロ良好デアツタn 側胸部

部分的切除術＝於テミルト．血座下降ハ布側ガ僅ニ大デ，同復号1J;シ遅レタ。

卸チ此等ノ成総カラミ yレ1-, ）己右＝依ツテ特＝幸子明ナ差ヲ見，＇Hシ難イ。コレハ既＝記シタ椋

＝．胸雌成形術デハソノ血膝縫動ヲ若；起’スルfl.:I了ーガ単一ヂナク，多クノlf;l-f-ガ笹維多岐.：＝.11: J1J 
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シ合フタメデアラウカラト想像サレルノデアル。

結 酔

1. 我々ハ胸廓成形術ノ2,3ノ主ナル手術ヲ行ヒ， ソノ血腰へ及ボス影響ヲ家兎ヲ用ヒア賞

験的＝研究シグn

2. 血座測定法トシテハ繭回・ Jll口式非翻血的家兎血臆測定法＝依リ，無捕縛無麻酔ヂ最モ

自然＝近Lイ欣態ニ於テ測定シグ。

3. 凡テノ胸廓成形術＝因ヅテ血摩ハ下降シタ。就中手術直後＝於テ最モ下降シタモ Y；ガ犬

部分デ， 少数例デハ術後 1-3時間＝最下位ヲトツタ。下｜海値ハ最小4mmHg，最大ガ 46

mm  Hgデアツタ。

4. 乎術二因ツテ一旦下降シタ剛健ハゾノ後漸次岡復＝向ヒ，術後 10-24時間デ，多クハ龍

値ー復シタ。早イノハ術後1時間デ同復シタモノモアリ，晩イモノデハ48時間ヲ鰹テモナホ蕎

値＝復シナイモノガアツタ。

5. Sauerbruch民法ヲ一次的＝施行シタトキへ他ノ術式＝比ペテ手術野最モ庚ク，手術時

間モ亦最長デアツテ，コノ；揚合お側ニ施行シタモノ、平均血歴ハ他ノ；術式ニ比ペテ最下位＝下

降シ，ソノ後平均6-24時間デ奮値＝近ク同復シタガ，術後24-45時間デ全例トモ死亡シグ。

叉ソノ左側＝手術ヲ施行シグモノデハ，血塵下降ハ比較的鞭度デアツタガ，同復不良デ3例中

2例ハ 3-8日デ死亡シタ。

之＝擁ツテモ， Sauerbruch民法ヲ一次的ニ施行スルコトハ不可デアツテ， 多次性ニ施行，ス可

キモ・ノトシナケレパテラナイ。

6. ソノ他ノ手術術式デハ，血j藍下降ノ度及ピソノ岡復ノ程度（平均）ハ手術野ノ大小，手術

時間ノ：長短い、必ズシモ一致シナカツグ肉

7. 各乎術術式ノ施行側＝就テミルト，血座下I~年ノ j主ト悶復程度へんf有嗣．側必ズシゼ同等

デハナク，又各術式ヲ左右別＝視テモ，血~へノ影響ハ特＝乎術施行側ニヨツテハ一定シナカ

ツタ。

主要女献

1) Bier, Braun, Kiimmel; Chir. Ope悶 tionsleh問 Bd.II, 1!)33. 2) Blanc Fortacin, Jose; Ref. 
Zentralorgan f. ges. Chir. Bd. 18, S. 32, Hl22. 3) Ciceri, Corso e Sestilio -Gabrielli; Ref. Zentral-
organ f. ges. Chir. u. ihre Grenzgebiete. Bd. 55, S. 161, 1931. 4) 石原象ー；日本外科貧函，第llfl!:,
望書6貌，昭和9年． 5) Kakowski; Pfliigers Arch. Bd. 134. 1910. 6) 貧女三郎，大...iE，利回
圏三郎； 千葉際場合縁誌，第14~き，第12競，， 昭利11年． 7) 加蔭元ー； 生王現準，第6版＇ pp.利5年．
8）川口浩；千葉留感合雑誌第9魯，第3披，昭和6司王． 9) E. Kる凶g;Dtsch. Zeitschr. f. Chir. ・ Bd. 
178, 192:3. 10) A. Lehrnbecher; Brun沿 Beitragez. kl. Chir. Bd. 127, S 291, 1922. 11) 

鍵下俊ー；日本循濃器病占拠，第2奇襲， f事8披，昭和11年． 12) 大湾建；日本外科皐合雑誌‘第34（吋，第6鋭，
昭和8~1 '· . 13) 佐寄良雄；名市・帰：階接合続誌，第47巻，争終3披，昭手111311三． 14) V. Schaefer.; 
Dtsch. Zeitschr. f. Chir. Bd. 195, 1926. 15）瀬尾賓三；慶腺鹿島鼻，第13巻，第8披，昭和18~ド． 16) 
D. Tolstikov; Dtsch. Zeitschr. f. Chir. Bd. 191, 1925. 17) H. E. Walther; Disch. Zeitschr. f. Chir. 
Bd. lllJ, 1912. 




